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目　　的 

　国内のブロイラーは，ほとんどが海外の育種会

社由来の銘柄となっている。ブロイラー生産の安

定化を図るためには，まず，その改良状況を把握

し，飼養管理の改善に結びつけることが重要であ

る。このため，当所では1977年（昭和52年）か

らブロイラーの産肉能力調査1)を継続的に実施し

ており，８週齢体重は，30数年間で約1.8倍に増加

した。しかし，３週齢体重は1991年，2000年，

2009年とほとんど変わりなく，３週齢以降の増体

が強くなっていることが推察される。

　また，育種改良では，欧米で好まれる胸肉歩留

が高く，出荷日齢は現在では50～53日齢となっ

ている。

　一方，国内では，胸肉よりも腿肉の需要が高く，

経済性の面でも単価の高い腿肉が求められている。

　そこで，①ブロイラーの週齢毎の発育状況を把

握すること。 ②飼養管理技術の改善に結びつけ

るための指針を得ることを目的に，毎週の体重や

飼料摂取量に加えて，３週齢以降のと体成績につ

いて調査した。

材料及び方法

�　試験期間                           

　平成22年9月14日～平成22年11月9日（56日間）

�　試験区分                           

　銘柄：チャンキー（ＵＳ）　雌雄各50羽を別飼

�　供試飼料                           

　供試飼料の種類及び成分を表１に示した。試験

期間を通して市販のブロイラ用飼料を用いた。 

ブロイラーの発育性及び３週齢以降の産肉性の推移

板東　成治・富久　章子・吉岡　正二・松長　辰司・笠原　猛

要　　　約

　ブロイラーの出荷早期化等，飼養管理技術の改善に結びつける指針を得るため，週齢毎の育成

成績（体重，飼料摂取量等）及びと体成績（各部位の重量等）を調査し，発育性と産肉性を把握

した。

　発育体重，心臓及び筋胃は，４～５週齢間の増加幅が大きかった。

　飼料要求率は，３～４週齢の変動幅が大きかった。

　胸肉は，４～５週齢と６～７週齢の増大量が大きかった。

　腿肉は，４～５週齢の増体量が最も大きく，歩留が７週齢時にピークとなった。

　胸肉と腿肉の産出比率は，６週齢時では同等だが，それ以降では胸肉が高かった。

　血液と羽の重量は，５～６週齢に最も増加し，６～７週齢に減少した。

　これらのことにより，出荷の早期化（飼育期間の短縮）を図る上では，５～６週齢の増体（産肉

性）鈍化を軽減すべく，この時期の飼料設計を検証する必要性が示唆された。

表１　供試飼料
（％、kcal/kg）

ME(kcal/kg)
成分（％）

種類期間
粗灰分粗繊維粗脂肪CP

3,0108.05.04.023.0ブロイラー肥育前期用0～3Ｗ

3,3007.05.07.018.0ブロイラー肥育後期用4～7Ｗ

3,3007.05.07.018.0ブロイラー休薬用7～8Ｗ

CP・・・粗タンパク質　　ME・・・代謝エネルギー
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�　飼養管理                           

　試験鶏舎は，平飼開放鶏舎で１室4.32㎡を使用

した。試験鶏は，50羽（38羽/3.3㎡）を各室に収

容した。育雛・育成とも同一場所で飼育した。温

度管理は，当所の慣行に従った。パンケーキ型ガ

スブルーダーによる給温は，２週齢時に廃した。

飲水は，ニップルドリンカーを使用し，不断給水

とした。

�　衛生管理 

　ワクチネーションは，初生時：ＦＰ，ＭＤ，Ｉ

Ｂ，２週齢時：ＮＤ，３週齢時：IBD，４週齢時：

NDとした。その他の薬剤投与は当所の慣行に

従った。 

�　調査項目                          

　調査項目は次のとおりである。          

①鶏舎気象

　試験期間中，最高温度，最低温度及び午前9時

の気温・湿度を毎日測定し，7日ごとの平均値で表

した。

②発育体重                           

　各週齢時に，各区の全羽を個体毎に測定し，平

均値で表した。

③飼料摂取量

　各週齢時に，ホッパー等の残量（繰越数量）を

測定し，期間内摂取量（７日間摂取量）を算出し

た。

　１羽当たり飼料摂取量は，期間内摂取量を期間

内延べ羽数で除した値で表した。

④飼料要求率

　各週齢時に，飼料摂取量（累計）から発育体重

の増加量（各週齢時体重－初生体重）で除し算出

した。

⑤と体成績

　と体調査は，３～８週齢時に食鳥取引規格に基

づき実施した。調査に供試する個体は，各区の平

均体重に近いものを雄，雌各３羽ずつとした。

　なお，血液と羽の重量は，生体重からと体重を

差し引いて算出した。          

　また，骨等の重量は，と体重から各部位の重量

を差し引いて算出した。

　各解体品（胸，腿，ささみ，手羽，肝臓，筋胃，心

臓，腹腔内脂肪）は，と体重に対する比率（歩留）

を算出した。

結　　果                   

�　鶏舎気象

　鶏舎気象は，図１のとおりである。

　２週齢までは，最高気温30℃ 以上，最低気温

27℃以上，午前９時湿度が60％程度であった。

�　発育体重

　発育体重は，表２及び図２のとおりである。

　雌雄平均の体重は，３週齢からほぼ直線的に推

移し，6週齢時2,808ｇ，７週齢時3,418ｇ，８週齢

時4,009ｇであった。週齢間では，４～５週齢に最

も増加した。

図１　鶏舎気象

図２　発育体重の推移
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�　飼料摂取量

　飼料摂取量は，表３のとおりである。

　８週齢までの１羽あたりの総摂取量は，雌雄平

均で7,630ｇとなった。

　各週齢の摂取量は，マニュアル2)と比較して２

週齢時まで低かった。これは，高い鶏舎気温（最

高気温が30℃以上）の影響によるものと思われる。

�　飼料要求率

　飼料要求率は，表４及び図３のとおりである。

　雌雄平均の飼料要求率は，７週齢時で1.80，８週

齢時で1.93であり，４週齢を軸とするＳ字曲線で

推移した。３週齢時では，マニュアル2)と比較し

て飼料摂取量は同程度であるものの，体重が９％

程度増体しているため，低い値となった。

表２－１　発育体重の推移
（ｇ／羽）

平均♀♂週齢

39.639.439.8初生

145141150１Ｗ

434416452２Ｗ

9569081,003３Ｗ

1,5301,4301,629４Ｗ

2,1982,0232,373５Ｗ

2,8082,5893,027６Ｗ

3,4183,1283,708７Ｗ

4,0093,6664,352８Ｗ

表２－２　週齢毎の体重の増体量

対比（％）マニュアル （ｇ）当所（ｇ）週齢

76140106初生～１Ｗ

106273289１～２Ｗ

124419522２～３Ｗ

107538574３～４Ｗ

110609669４～５Ｗ

97631610５～６Ｗ

100612610６～７Ｗ

105564591７～８Ｗ

※対比は，マニュアルを100とした場合

表３－１　１羽１日当たりの飼料摂取量
（ｇ／羽／日）

平均♀♂週齢

17.717.417.9１Ｗ

50.549.651.4２Ｗ

95.291.399.1３Ｗ

141.0133.3148.7４Ｗ

170.3163.3177.3５Ｗ

187.6179.9195.3６Ｗ

205.4194.8216.0７Ｗ

222.4212.0232.7８Ｗ

表３－２　1羽当たりの飼料摂取量（累計）
（ｇ／羽）

平均♀♂週齢

124122125１Ｗ

477469485２Ｗ

1,1431,1081,179３Ｗ

2,1302,0412,220４Ｗ

3,3233,1843,461５Ｗ

4,6364,4444,828６Ｗ

6,0745,8076,340７Ｗ

7,6307,2917,969８Ｗ

表３－３　週齢毎の飼料摂取量（累計）

対比（％）マニュアル （ｇ）当所（ｇ）週齢

77161124１Ｗ

91523477２Ｗ

1001,1491,143３Ｗ

1032,0652,130４Ｗ

1023,2483,323５Ｗ

1004,6444,636６Ｗ

986,1856,074７Ｗ

987,8057,630８Ｗ

※対比は、マニュアルを100とした場合

表４　飼料要求率の推移

平均♀♂週齢

1.171.201.14１Ｗ

1.211.251.18２Ｗ

1.251.281.22３Ｗ

1.431.471.40４Ｗ

1.541.611.48５Ｗ

1.681.741.62６Ｗ

1.801.881.72７Ｗ

1.932.011.84８Ｗ
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�　と体重

　と体重は，表５，６及び図４のとおりである。週

齢とともにほぼ直線に推移した。週齢間では，４

～５週齢の増体が若干高かった。

図３　飼料要求率

図４　と体重の推移

表５－１　各週齢のと体成績①
（生体重：ｇ　その他：％）

腹腔
内脂
肪率

心臓
歩留

筋胃
歩留

肝臓
歩留

手羽
歩留

ささみ
歩留

腿肉
歩留

胸肉
歩留

胸肉＋腿
肉＋ささ
み歩留

と体
歩留

生体重週齢

1.40.61.83.38.33.518.118.440.193.4986.7３Ｗ

♂

1.70.51.52.88.13.419.318.741.392.71,580.0４Ｗ

1.70.51.42.37.83.920.120.244.294.72,533.3５Ｗ

2.60.51.22.47.83.820.619.343.693.43,193.3６Ｗ

2.30.41.01.88.44.021.620.746.495.13,780.0７Ｗ

3.00.40.92.17.84.221.221.847.395.64,586.7８Ｗ

2.00.51.63.78.53.218.916.638.794.4870.0３Ｗ

♀

3.00.51.63.08.03.618.519.141.193.61,473.3４Ｗ

2.80.51.43.27.54.119.421.044.494.72,130.0５Ｗ

3.00.51.22.57.64.219.720.744.693.62,566.7６Ｗ

4.20.41.12.37.94.420.322.146.895.73,310.0７Ｗ

4.10.41.22.27.44.720.123.248.095.53,590.0８Ｗ

1.70.61.73.58.43.318.517.539.493.9928.3３Ｗ

平
均

2.30.51.52.98.13.518.918.941.293.21,526.7４Ｗ

2.20.51.42.87.64.019.820.644.394.72,331.7５Ｗ

2.80.51.22.57.74.020.120.044.193.52,880.0６Ｗ

3.30.41.02.18.14.220.921.446.695.43,545.0７Ｗ

3.60.41.12.17.64.520.722.547.795.64,088.3８Ｗ
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�　胸肉＋腿肉＋ささみ歩留

　胸肉＋腿肉＋ささみ歩留は，表５及び図５のと

おりである。

　各週齢の雌雄平均歩留は，３週齢時39.4％，7

週齢時46.6％，8週齢時47.6％となり，概ね週齢

とともに高くなった。週齢間では，４～５週齢の

上昇幅が大きかった。

表５－２　各週齢のと体成績②
（ｇ）

腹腔
内脂肪

心臓
重量

筋胃
重量

肝臓
重量

手羽
重量

ささみ
重量

腿肉
重量

胸肉
重量

胸肉＋腿
肉＋ささ
み重量

と体重週齢

12.55.616.230.877.031.9167.2169.8368.9921.9３Ｗ

♂

25.48.021.840.7119.049.3282.6273.4605.31,465.2４Ｗ

41.212.632.755.1187.893.5481.9485.21,060.62,399.8５Ｗ

78.113.635.372.2233.2112.1615.6574.31,302.02,982.3６Ｗ

82.915.735.866.1300.2145.5776.2745.11,666.83,594.0７Ｗ

132.118.141.490.2342.9185.9931.3957.82,075.04,383.3８Ｗ

16.04.413.330.469.626.3155.0136.0317.3821.0３Ｗ

♀

40.86.921.440.8110.249.7254.4263.1567.21,378.8４Ｗ

56.09.128.064.8150.181.9392.8423.3898.02,015.6５Ｗ

72.311.129.760.3182.2100.0472.1497.91,070.02,400.6６Ｗ

134.313.534.272.1249.0139.3642.1701.01,482.43,167.6７Ｗ

140.215.239.974.2253.0160.6690.1797.01,647.73,430.0８Ｗ

14.25.014.730.673.329.1161.1152.9343.1871.5３Ｗ

平
均

33.17.521.640.7114.649.5268.5268.3586.31,422.0４Ｗ

48.610.930.359.9169.087.7437.4454.2979.32,207.7５Ｗ

75.212.432.566.3207.7106.0543.9536.11,186.02,691.5６Ｗ

108.614.635.069.1274.6142.4709.1723.11,574.63,380.8７Ｗ

136.116.740.682.2297.9173.2810.7877.41,861.43,906.7８Ｗ

表６　１日当たりの各部位の増体量
（ｇ）

骨等
腹腔内
脂肪

脾臓心臓筋胃肝手羽ささみももむね屠体重
血液・
羽

生体重週齢

32.42.70.10.41.01.45.92.915.316.578.76.885.5３～４Ｗ

41.62.20.10.51.22.77.85.524.126.6112.22.8115.0４～５Ｗ

28.83.80.00.20.30.95.52.615.211.769.19.278.3５～６Ｗ

21.23.70.20.20.30.37.44.018.420.876.6-2.773.9６～７Ｗ

33.55.50.00.41.12.64.76.220.330.9105.23.5108.7７～８Ｗ

図５　胸肉＋腿肉＋ささみ歩留の推移
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�　胸肉重量

　胸肉重量は，表６及び図６のとおりである。

　各週齢の雌雄平均重量は，３週齢時152.9ｇ，7

週齢時723.1ｇ，８週齢時877.4ｇであった。週齢

間では，７～８週齢の増加幅が最も大きく、次いで

４～５週齢であった。５～６週齢は，増加幅が小

さく，６週齢を軸にＳ字曲線で推移した。

�　腿肉重量

　腿肉重量は，表６及び図７のとおりである。

　各週齢の雌雄平均重量は，６週齢時543.9ｇ，７

週齢で709.1ｇ，８週齢で810.7ｇであった。週齢

間では，４～５週齢に最も増加した。

�　胸肉及び腿肉歩留

　胸肉及び腿肉歩留は，表５及び図８のとおりで

ある。

　胸肉の雌雄平均歩留は，３週齢時17.5％，7週齢

時21.4％，8週齢時22.5％であった。週齢間では，

４～５週齢に最も上昇するも，５～６週齢では逆

に0.7ポイント低下した。また，６週齢以降は，週

齢とともに高まる傾向であった。

　腿肉の雌雄平均歩留は，３週齢時18.5％，７週

齢時20.9％，８週齢時20.7％であった。週齢間で

は，増加幅に差があるものの７週齢まで上昇し，

８週齢では低下した。

�　胸肉と腿肉の産出比率

　胸肉と腿肉の産出比率は，表７のとおりである。

　３週齢時は腿肉比率が高く，以降は同等又は胸

肉比率が高くなった。特に，８週齢時は，胸肉と腿

肉比率の差が最大となった。

�　心臓重量

　心臓重量は，表６及び図９のとおりである。

　各週齢の雌雄平均重量は，３週齢時5.0ｇ，7週

齢時14.6ｇ，８週齢時16.7ｇであり，３～８週齢で

約3.3倍になった。週齢間では，４～５週齢の増加

幅が最も大きかった。

図６　胸肉重量の推移

図７　腿肉重量の推移

図８　胸肉・腿肉歩留の推移

表７　胸肉・腿肉の産出比率の推移
（％）

８Ｗ７Ｗ６Ｗ５Ｗ４Ｗ３Ｗ部位

525150515049胸肉

484950495051腿肉
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�　筋胃重量

　筋胃重量は，表６及び図10のとおりである。

　各週齢の雌雄平均重量は，３週齢時14.7ｇ，7

週齢時35.0ｇ，８週齢時40.6ｇであり，３～８週齢

で約2.8倍になった。週齢間では，４～５週齢の増

加幅が最も大きかった。

�　心臓及び筋胃歩留

　心臓及び筋胃歩留は，表５及び図11のとおりで

ある。

　心臓の雌雄平均歩留は，３週齢時0.6％，７週齢

時0.4％，８週齢時0.4％となり，７週齢までは週齢

とともに低下した。

　筋胃の雌雄平均歩留は，３週齢時1.7％，７週齢

時1.0％，８週齢時1.1％となり，心臓歩留と同様

に７週齢までは週齢とともに低下した。

�　腹腔内脂肪率

　腹腔内脂肪率は，表５及び図12のとおりである。

　各週齢の割合は，３週齢時1.7％，７週齢時3.3％，

８週齢時3.6％となり，３～８週齢で約2.1倍に上

昇した。週齢間では，４～５週齢に若干低下する

も，概ね週齢とともに増加した。

�　週齢毎の各部位における対生体重比率の増減

　３～８週齢の各部位における対生体重比率は，

表８のとおりである。

　４～５週齢は，胸肉や腿肉等の増加幅が大き

かった。

　５～６週齢は，血液・羽の増加幅が大きかった。

考　　察

　米国学術研究会議（NRC・1994）の飼養標準

は，育種改良された現在のブロイラーの生産方法

には応用できず，給与プログラムの再検討が必要

とされている3)。特に，Ｆ．Shariatmadari3)は，

図９　心臓重量の推移

図10　筋胃重量の推移

図11　心臓・筋胃歩留の推移

図12　腹腔内脂肪率の推移
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ＮＲＣ飼養標準の欠点を解決するため，給与期間

や期別給与等の多くの給与プログラムの検証が必

要と報告している。

　一方，本試験では，ブロイラーの毎週の体重や

飼料要求率に加え，３～８週齢のと体成績調査を

行い，飼養管理技術の改善のための指針を得た。

　４～５週齢間は，発育体重が最も増加した。ま

た，胸肉，腿肉，筋胃，心臓等の増加幅も大きかっ

た。即ち，この時期は，正肉や可食部内臓の増体

により，発育体重が増加していると推察された。

　５～６週齢間は，と体重の増加幅が小さく，血

液や羽の重量が急増した。通常，羽の発育にはタ

ンパク質が使われることから4)，この時期は体組

織より羽の発育にタンパク質が消費されたのでは

ないかと推察される。つまり，この時期にタンパ

ク質含量を多くした飼料を給与すると，と体重が

増加し，出荷の早期化に結びつくかもしれない。

　また，６週齢時では，発育体重が３kg（徳島県

家畜・鶏改良増殖計画の目標数値）未満であり，

胸肉と腿肉の重量も540ｇ程度とテーブルミート

としては小さい。

　以上のことから，ＮＲＣと同様に３段階の期別

給与である現在の日本飼養標準は，出荷の早期化

を図る上では不十分であると考えられる。特に，

本研究の結果からは，５～６週齢の増体（産肉性）

鈍化を軽減するための飼料設計を検証する必要性

が示唆された。
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表８　週齢毎の各部位における対生体重比率の増減
（％）

骨等
腹腔内脂
肪

脾臓心臓筋胃肝手羽ささみももむね血液・羽週齢

-1.60.60.0-0.1-0.2-0.6-0.40.10.21.10.7３～４Ｗ

-1.5-0.10.00.0-0.1-0.1-0.30.51.21.9-1.5４～５Ｗ

-0.40.50.00.0-0.2-0.30.0-0.10.1-0.91.2５～６Ｗ

-1.80.50.00.0-0.1-0.40.50.31.11.8-1.9６～７Ｗ

-0.80.30.00.00.00.1-0.50.2-0.21.1-0.2７～８Ｗ


